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親鸞
しんらん

聖人
しょうにん

は、１１７３(承安
じょうあん

３)年
ねん

に人
ひと

として生
う

まれ、南
な

無
む

阿
あ

弥
み

陀
だ

仏
ぶつ

を生
い

きる力
ちから

とし、９０年
ねん

の生涯
しょうがい

を尽
つ

くし

ていかれました。 

２０２３年
ねん

春
はる

、「南無
な む

阿弥陀仏
あ み だ ぶ つ

 人
ひと

と生
う

まれたことの意味
い み

をたずねていこう」をテーマとして親鸞
しんらん

聖人
しょうにん

御誕生
ごたんじょう

８５０年
ねん

・立教
りっきょう

開宗
かいしゅう

８００年
ねん

慶讃
きょうさん

法要
ほうよう

が真宗本
しんしゅうほん

廟
びょう

で勤
つと

まります。そして同年
どうねん

５月
がつ

５日
か

、 私
わたし

たちは、⻘
せい

少幼年
しょうようねん

とともに「子
こ

どものつどい in東本願寺
ひがしほんがんじ

」を開催
かいさい

します。 

 新型
しんがた

コロナウイルス感染症
かんせんしょう

をきっかけとして、これまで当
あ

たり前
まえ

にしてきた私
わたし

たちの生活
せいかつ

が一変
いっぺん

し、今
いま

の

時代
じ だ い

の不安
ふ あ ん

と悲
かな

しみが露
あら

わになりました。世界中
せかいじゅう

のすべての人
ひと

が直接
ちょくせつ

会
あ

うことを制限
せいげん

され、分断
ぶんだん

され、孤立
こ り つ

を深
ふか

めています。 

今
いま

、この時代
じ だ い

をその身
み

いっぱいに体現
たいげん

して生
い

きる「求道者
ぐ ど うし ゃ

」としての⻘
せい

少幼年
しょうようねん

がいます。その一人
ひ と り

ひとりが投
な

げかけているのは、決
けっ

して感染症
かんせんしょう

による問題
もんだい

だけではなく、「与
あた

えられたいのちに満足
まんぞく

して生
い

きていきたい」と

いう、時代
じ だ い

を問
と

わず人間
にんげん

が求
もと

めたいつまでも変
か

わらない共通
きょうつう

の課題
か だ い

です。だからこそ、私
わたし

たちも親鸞
しんらん

聖人
しようにん

と同
おな

じように人
ひと

と生
う

まれたことの意味
い み

を、念仏
ねんぶつ

の教
おし

えに確
たし

かめていかなければならないと思
おも

うのです。 

親鸞
しんらん

聖人
しょうにん

の伝
つた

えた念仏
ねんぶつ

の 灯
ともしび

は、立教
りっきょう

開宗
かいしゅう

から８００年
ねん

を迎
むか

える今
いま

、途切
と ぎ

れることなくバトンのようにつな

がって私
わたし

たちに託
たく

されました。  

私
わたし

たちは、「子
こ

どものつどい」を一人
ひ と り

ひとりが念仏
ねんぶつ

の教
おし

えに確
たし

かめながら、受
う

け止
と

めたものを表現
ひょうげん

し合
あ

える場
ば

にしたいと思
おも

います。それは、それぞれの姿
すがた

を通
とお

してかけがえのない自分
じ ぶ ん

にであい、時代
じ だ い

も場所
ば し ょ

もこえて無限
む げ ん

に

つながる世界
せ か い

に触
ふ

れ、ともにあることを見出
み い だ

していける場
ば

です。  

どうかあなたも「子
こ

どものつどい」に参加
さ ん か

してください。あなたを待
ま

っている人
ひと

がいます。あなたの表現
ひょうげん

でな

ければ伝
つた

えられない人
ひと

が必
かなら

ずいます。 

 そしてこの「子
こ

どものつどい」を通
とお

して、また新
あら

たな世代
せ だ い

へとバトンがつながっていくことを願
ねが

っています。 

ぜひ、お誘
さそ

いあわせのうえ、子
こ

どもたちと共
とも

に東本願寺
ひがしほんがんじ

まで足
あし

をお運
はこ

びください 

  

子どものつどい in 東本願寺 

～ であう つながる ともにある ～ 
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専用申込フォーム 

✿ 日  時：2023 年 5 月 5 日(金・祝) 
  ６：５０  桑名別院集合／松阪駅集合 

  ７：００  バスで出発 

  ７：５０ 鈴鹿パーキングエリア集合／土山サービスエリア集合 

  ８：００ バスで出発 

  ９：３０ 東本願寺到着 

 １０：００  子どものつどい参加【日程は４ページ参照】 

            ※日程中、御影堂内陣見学が予定されています。 

 １６：３０ 東本願寺出発 

 １８：００ 鈴鹿パーキングエリア到着／土山サービスエリア到着 

 １９：００ 桑名別院／松阪駅到着 

        ※交通状況によって時間は変動いたします。 

✿ 集合場所：桑名別院、鈴鹿パーキングエリア、 

松阪駅、土山サービスエリア 
       ルート①：桑名別院→鈴鹿パーキングエリア→東本願寺 

 ルート②： 松阪駅 → 土山サービスエリア →東本願寺 

✿ 対  象：新小学 3 年生～新中学３年生まで (4 月からの学年) 

    ※新小学２年生以下の方でご参加希望の方は、必ず保護者に同伴の上ご参加ください。 

✿ 参 加 費：3,000 円(昼食代・旅行保険料等を含む。当日ご持参ください。) 

✿ 募集人数：70 名(保護者の参加者含む) 

※申込方法：①申込用紙に必要事項をご記入いただき、所属のご寺院または、三重教務所
に郵送・FAX・e-mail 等でお送りください。 

②インターネットからお申込みの方は下の QR コードを読み 
取り、専用申込フォームからお申込ください。 

          ※「子どものつどい」では帰敬式を受式いただけますが、今回の団体参拝で
は日程等の都合上、受式いただくことができません。「子どものつどい」
での帰敬式受式を希望される場合は、個人単位でのご参加となりますので、

予めご了承いただき、三重教務所までご連絡ください。 

✿ 申込締切：３月 31 日（金）※三重教務所必着 

✿ 持ち物：念珠・保険証の写し・雨具（雨天時）・参加費 

 

〇お申込・お問い合わせ〇  

真宗大谷派三重教務所 担当：曲（まがり） 

   〒511-0073 三重県桑名市北寺町 47 

   Tel：（0594）21-8000  Mail：mie@higashihonganji.or.jp 

mailto:mie@higashihonganji.or.jp
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